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３ 必要なものは？  
 Arduino を使うときに必要になるのは、次の通りである。  
【部品リスト】  

部品  参考価格  備考  
Arduino Uno 3,000 円程度  最も一般的な Arduino。互換性のあるもので 500 円を

切る価格で同等の性能の互換機もある。  
USB ケーブル  130 円  A-B タイプのもの  
 (1) Arduino ソフトウェアをインストール（無料）するためのサイトにアクセスする。

http://arduino.cc からダウンロードする。  
(2)  Windows を選択し、自分のコンピュータにダウンロードする。  

 

http://arduino.cc 
の「SOFTWARE」
よ り ダ ウ ン ロ ー
ドできる。  

左のバージョン
は、
「ARDUINO1.8.4」
で、windows の場合
は、  
WindowsInstaller よ
りダウンロードす
る。  
 

http://arduino.cc/
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複数の Arduino IDE がある理由の１つに、これまで Arduino 創立者陣営であ
る Arduino LLC(arduino.cc)と Arduino Sr(arduino.org)が、２つに分裂してい
たことがあげられる。分裂前は Arduino IDE 1.0.X だったが、分裂後は Arduino 
IDE 1.6X(arduino.cc)と Arduino IDE 1.7.X(arduino.org)が混在することにな
り、それぞれどちらか一方の Arduino IDE でしか開発できない場合もあった。
（分裂以前からあった Arduino IDE 1.0X はどちらでも使える） 

その両者が 2016 年末に統合することになり、Arduino IDE 1.8.X を発表した。
それまでの Arduino IDE である 1.6.X と 1.7.X では、メニュー構成が微妙に異
なるなどの要素もあるが、これまで分かれていた Arduino IDE が、一本化され
たことになり、Arduino IDE 1.6.X または 1.7.X を使わなければ開発が行えない
などの混乱が解消されることが期待される。  

 

 
 
 

これまでにリリース
された色々なバージョ
ンをダウンロードする
ことができる。  
 
最新版の 1.××または、 
1.0.×をダウンロードす
る。  

「ARDUINO 1.0.6」
をダウンロードする
場合。  

「ARDUINO 1.8.2」
をダウンロードする
場合  

デスクトップ上な

どに、 ZIP ファイル 

を保存する。  
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 (3) 解凍作業を行い、「Arduino.exe」が実行ファイルである。ダブルクリックする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (4) ＵＳＢケーブルで Arduino ボードとパソコンを接続する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (5) Windows7 では「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」→「ﾊｰﾄﾞｳｪｱとｻｳﾝﾄﾞ」→「ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ」  
   Windows10 では左下の「ｽﾀｰﾄ」→「W」欄の「Windows ｼｽﾃﾑﾂｰﾙ」→「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」 

あとは Windows7 と同じ。 

  図 の 場 合 は 、 Arduino ボ ー ド が

「 com5」に接続していることを示す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もし、認識されていな

い場合は、直接解凍した

フォルダーの「 drivers」
フォルダーを指定して認

識させる。  
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４ 動かしてみよう！  

 
【例題１部品リスト】  

部品  参考価格  備考  
Arduino Uno 3,000 円程度  最も一般的な Arduino。互換性のあるもので 500 円を

切る価格で同等の性能の互換機もある。  
USB ケーブル  130 円  A-B タイプのもの  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) プログラムを入力したら、「ツール」→「マイコンボード」→「Arduino Uno」を

選択する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題１ Arduino ボード上のランプＬ（ＬＥＤ）を 0.5 秒毎に点滅するプログラムを作

成しよう。 

大文字や小文字に注意し

ながら入力をしよう！  
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(2) ３の(5)で確認したポート番号を選択する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
(3)  「検証」を選択し、スケッチに間違いがないかチェックを行う。  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
このように、「コンパイル終了。」が表示

されれば無事に検証終了。  
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 (4) 「マイコンボードに書き込む」を選択する。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 (5) 0.5 秒間隔で点滅する。点滅すれば成功！  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (6) スケッチの説明  
void setup()  
{ 

pinMode(13,OUTPUT); 
  }  
 

void loop()  
{ 

digitalWrite(13,HIGH); 
delay(500); 
digitalWrite(13,LOW); 
delay(500); 

} 

 初期化の処理を書く。  
 13 番のピンを出力として設定している。  

 void loop()｛｝は、繰り返される処理を {}

に書く。  

 13 番ピンを「点灯(HIGH)」させる。  
 0.5 秒（500 ﾐﾘ秒）カウントする。  
 13 番ピンを「消灯(LOW)」させる。  
 0.5 秒（500 ﾐﾘ秒）カウントする。  

 

このように「ボードへの書き込みが

完了しました。」表示されれば書き

込み完了。  
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(7) スケッチの保存  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
(8) 適当な保存場所に保存する。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題１－１ Arduino ボード上のランプＬ（ＬＥＤ）を任意の時間で点滅させよう。 

 
 

問題１－２ Arduino ボードの１３番ピンではなく、１２番ピンで点滅させるためには

どうすればよいか考えてみよう。 
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  #define LED 13                    

void setup()                           
{                                   

pinMode(LED,OUTPUT);         
}                               
void loop()                        
{                               

digitalWrite(LED,HIGH); 
delay(500); 
digitalWrite(LED,LOW); 
delay(500); 

    } 
 
 
 
 
例題２ ブレッドボードを使用してＬＥＤを点灯させよう。 

半田付けなしで回路を簡単に組み立てるのがブレッドボードであり、回路や部品の変

更が容易にできるので便利である。  
【例題２ 部品リスト】  

部品  参考価格  備考  
Arduino Uno 3,000 円程度  最も一般的な Arduino。  

500 円を切る価格で同等の性能の互換機もある。  
ＬＥＤ  300 円（50 個入）

程度  
ＬＥＤの直径（５mm など）や色により価格は様々で

ある。抵抗があらかじめ内蔵されているＬＥＤもあ

る。  
USB ケーブル  130 円程度  A-B タイプのもの。  
ブ レ ッ ト ボ ー

ド  
200 円程度  下の写真よりもサイズが小さく安価（ 50 円程度）な

ものもある。  
抵抗  100 円（100 個入）

程度  
１／４W 220Ω  

ジ ャ ン パ ー ワ

イヤ  
150 円（20 本入）

程度  
 

 
 
 
 
 
 
 

 #define を使って 13 番のピンに

「LED」と名前を付ける。 

 「LED」をその後のスケッチで使用でき

る。ピンに名前があると、スケッチの動

作をつかみやすく、特に長い行数の場合

は便利である。  

例題１のスケッチの書き方を変

更したもの  
 

※１行目 LED と 13 の間にスペースが必要！  
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赤の「行」や青の
「行」に部品をさ
せば、半田付けし
なくても接続さ
れる。  

ピンクの
「列」や緑の
「列」に部品
を指せばは
んだ付けし
なくても接
続される。  

ブレットボード  
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#define LED 11 
 void setup()  
{ 
  pinMode(LED,OUTPUT); 
 } 
 void loop()  
 { 

digitalWrite(LED,HIGH);   //LED を HIGH 
delay(500);              //0.5 秒待つ  
digitalWrite(LED,LOW);   //LED を LOW 

   delay(500);              //0.5 秒待つ  
 } 
 
 
スケッチしたら動作を確認しよう。 0.5 秒毎に点滅すれば成功である。できたら点滅時

間を変えてみよう。  
 

問題２-１ ブレットボードを使う利点について考えてみよう。 

 
 

問題２-２ 使用しているブレットボードの中央の溝や、上下にある赤い線と青い線の行

の使い方について考えてみよう。 

 
例題３ ２個のＬＥＤを同時に 0.5 秒で点滅させよう。 

 任意の間隔で２個のＬＥＤを点灯させてみる。  
【例題３ 部品リスト】  

部品  参考価格  備考  
Arduino Uno 3,000 円程度  最も一般的な Arduino。  

500 円を切る価格で同等の性能の互換機もある。  
USB ケーブル  130 円程度  A-B タイプのもの。  
ブ レ ッ ト ボ ー

ド  
200 円程度  下の写真よりもサイズが小さく安価（ 50 円程度）な

ものもある。  
ＬＥＤ  300 円（50 個入）

程度  
ＬＥＤの直径（５mm など）や色により価格は様々で

ある。抵抗があらかじめ内蔵されているＬＥＤもあ

る。  
抵抗  100 円（100 個入）

程度  
１／４W 220Ω  

ジ ャ ン パ ー ワ

イヤ  
150 円（20 本入）

程度  
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//ＬＥＤを繋ぐピンを定義  
#define LED_1 11 
#define LED_2 12 
//初期化  
void setup()  
{ 
  //ＬＥＤのピンを出力に  
  pinMode(LED_1,OUTPUT); 
  pinMode(LED_2,OUTPUT); 
} 
//メインループ  
void loop()  
{ 
  //LED_1 を点灯  
  digitalWrite(LED_1,HIGH); 
  //LED_2 を点灯  
  digitalWrite(LED_2,HIGH); 
  //500 ミリ秒遅延  
  delay(500); 
  //LED_1 を消灯  
  digitalWrite(LED_1,LOW); 
  //LED_2 を消灯  
  digitalWrite(LED_2,LOW); 
  //500 ミリ秒遅延  
  delay(500); 
} 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 //」を使ってスケッチにコメントを入力することができる。コメントはスケ

ッチのうえでは何も行わない。スケッチの中にコメントを入れることによっ

て、スケッチを解説して誰が見てもわかりやすくするためのものである。「 //」
より右側がコメントとして認識される。また、複数行をコメントとして入力し

たい場合や、実行したくないスケッチの一部を指定する場合は、「 //」を各行

に入れる他にも、「 /*」と「 */」で囲む方法もある。  
例）  
 /* ここから  

delay(100); 
コメントと同様にスケッチ上は何もしない。ここまで  

 */ 
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